
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北斗市立谷川小学校 

学校通信 NO.４ 

☎７３－２０７０ 

令和６年７月２２日 

 

８月の行事予定 
                     
２３日（金）２学期始業式・３時間授業 
２４日（土）通学路の安全を進める大会 
２６日（月）４時間授業 
２７日（火）４時間授業・全校朝会 
２８日（水）４時間授業 
２９日（木）水泳学習（3.4 年生） 
３０日（金）クラブ・水泳学習（1.2 年生） 
３１日（土）CS 谷川夏祭り 17:30-20:00 
 

北斗市ラジオ体操コンクール 

谷川小から出場した３チームは、緊張しながらも

練習の成果を存分に発揮することができました。 

銅賞をいただきました！ 

 

 

 

 

 

 

                         

                

 
笑顔が

こぼれ

ました 

グルメだよ 全員集合！出演 

吹奏楽部７名全員出演した北斗市のイベントで

した。炎天下の中、頑張りました。 

 

１学期を終えて 

谷川小学校 校長 太田 浩司 

  

一人一人を大事にし， 

成長させていくために 

 

学校評価へのご協力をありがとうございまし

た。学校に対する期待からいろいろなご意見を

書いてくださり感謝いたします。４月の PTA総

会でお話した内容を受け，ご意見は建設的なも

のばかりでした。やはり，学校・保護者・地域

がチームとなり，子どもたちを共に育てていく

ことを再認識しました。いただいたご意見は，

８月からの学校経営に生かしていきたいと考え

ています。 

 今後も，子どもたち一人一人を大事にし，ど

の子も自信をもって生きていけるよう，教職員

一丸となり進んでいきたいと思います。 

 

自分で自分の行動や言動を 

ほめてみませんか 

  

１学期終業式に，夏休みには，自分の行動や

言動について，自分自身でたくさんほめてあげ

てくださいと話をしました。例えば，朝，早く

起きることができた時に，「よし，早く起きられ

たぞ。」他にも，「「家族におはようと言えた。」「お

手伝いをすることができた。」「ありがとうと言

えた。」など。日常の何気ない行動・言動を振り

返り，自分自身でほめて過ごすことは，自己肯

定感の向上につながります。 

ぜひ，この長期休業中に，親子で取り組んで

みてはいかがですか。大人でも効果絶大なのは

間違いありません。 

 



 

全校朝会の取組から 

～体力つくり・読書への取組・学校生活や安全～ 

  

 

 

 

６月４日は志津野先生による体力つくりの実技 

 

７月２日は 

林先生による 

新札発行にと 

もなった偉人 

の本の紹介 

柿崎先生か

ら毎月の生活

目標と校内外

で注意したい

ことを呼びか

けています 

 

 旗の波運動～交通安全への願い～ 

 ７月４日は北斗 

市一斉の旗の波運 

動がありました。 

 手を振ってドラ 

イバーへ安全運転 

を呼びかけました。 

水泳学習がんばっています 

 

 

 

 

 

 

 各学年の水泳学習は合計３回ずつですが，１学期

はそれぞれ１回実施しました。講師の先生方が身体

をどう使って泳いだら良いかを丁寧に教えてくれ

ます。たった１回の学習で，成長した様子が見られ

ました。夏休み明けも今から楽しみです。 

いかだ下り大作戦 大成功！ 

 ７月１１日に予定通り実施することができた「い

かだ下り大作戦」。たくさんの保護者の皆様に参観や

参加をしていただきながら，無事に終えることがで

きました。ありがとうございます。 

 ふるさとの川に親しみ，資源を大切にすることへ

の意識を高めることができました。 

防犯教室－不審者＆薬物乱用－ 

 

 

 

 

 

 

 ７月１２日は防犯教室を実施しました。 

１年生から４年生までは，不審者に出遭った際に

真面目に受け応えせず「逃げる」ことを学びました。   

様々な事案が発生していますので，ご家庭でも注

意を促していただければ助かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５年生と６年生は，たばこやアルコールの害と薬

物の恐ろしさについて学びました。正しい知識を身

に付けて，ぜひ今後に生かしてほしいと思います。 

 

 

 


